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[n]スタファンのケイ素類縁体であるペルシラ[n]スタファンは、ビシクロ[1.1.1]ペンタシランが

橋頭位間で連結したオリゴマーである。この化合物は理論計算によって、かご型ケイ素間で共役

し、V共役が分子全体に広がることが示唆されているが 1)、これまでその合成例はなく、V共役の
性質については実験的に明らかにされていなかった。今回我々は、ビシクロ[1.1.1]ペンタシランユ
ニットの橋頭位連結反応を開発することによって、ペルシラ[n]スタファン 1-3 の合成に初めて成
功し、これらの化合物の電子状態を明らかにした 2)。 

 
 
 
 
 

 
 

室温、ヘキサン中でのペルシラ[n]スタファン 1-3の紫外
可視吸収スペクトルの測定の結果、これらの化合物はいず

れも短波長側の強い吸収帯 I と長波長側の弱い吸収帯 II
を示した。これらの吸収帯は、ビシクロペンタシランユニ

ットの増加に伴って顕著に長波長シフトした。理論計算の

結果より、この二つの吸収帯の長波長シフトはペルシラス

タファンの二種類のV共役の拡張に由来するものと推定
された。以上の結果からペルシラ[n]スタファンが直鎖状
のオリゴシランとは異なる特異なV電子系化合物である
ことを明らかにした。 
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Figure 1.  UV-vis absorption spectra of 
compounds 1, 2, and 3 in hexane. 
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